
　
年
を
と
る
と
朝
型
に
な
る
の
で
睡
眠

時
間
は
短
く
て
Ｏ
Ｋ
、
中
高
生
は
寝
床

で
の
携
帯
電
話
の
使
用
を
控
え
て

―
。
厚
生
労
働
省
は
近
く
、
世
代

別
の
注
意
点
を
盛
り
込
ん
だ
健
康
の
た

め
の「
睡
眠
指
針
」を
ま
と
め
る
。
２

０
０
３
年
の
策
定
以
来
11
年
ぶ
り
の
見

直
し
で
、
年
齢
に
よ
る
生
活
や
睡
眠
の

特
徴
の
違
い
を
反
映
さ
せ
る
。

　
新
指
針
で
は
、
眠
く
な
っ
て
か
ら
床

に
つ
き
、
起
き
る
時
間
を
一
定
に
保
っ

て
、
日
中
に
眠
気
で
困
る
こ
と
の
な
い

自
然
な
睡
眠
を
と
る
よ
う
す
す
め
る
。

特
に
高
齢
者
に
は
、
年
齢
に
合
っ
た
睡

眠
時
間
を
心
が
け
、
寝
床
で
過
ご
し
す

ぎ
な
い
よ
う「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
」

こ
と
を
推
奨
す
る
。

　
一
晩
に
眠
る
時
間
は
、
年
を
と
る
に

つ
れ
20
年
で
約
30
分
の
割
合
で
減
っ
て

い
く
。
10
代
前
半
ま
で
は
平
均
8
時
間

以
上
な
の
に
対
し
、25
歳
で
約
7
時
間
、

45
歳
は
約
6
・
5
時
間
、
65
歳
は
約
6

時
間
と
、
次
第
に
短
く
な
る
。「
若
い

こ
ろ
の
よ
う
に
眠
ら
な
く
て
は
」と
無

理
に
床
に
と
ど
ま
る
と
睡
眠
の
質
が
落

ち
、
熟
睡
し
た
と
実
感
し
に
く
く
な
る

と
い
う
。

　
一
方
、
20
～
60
代
前
半
の
働
く
世
代

に
は
睡
眠
不
足
で
疲
労
を
た
め
な
い
よ

う
促
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
う
つ
病

に
な
る
危
険
性
を
高
め
、
仕
事
の
効
率

も
落
ち
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。
休
日
に

普
段
よ
り
3
時
間
以
上
長
く
眠
る
、
長

い
昼
寝
を
す
る
と
い
っ
た
場
合
は
要
注

意
。
仕
事
中
に
眠
気
が
生
じ
る
と
き
は

20
～
30
分
の
昼
寝
が
効
果
的
と
い
う
。

　
10
代
に
は
夜
更
か
し
し
な
い
よ
う
注

意
を
促
す
。
寝
床
で
メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム

を
す
る
頻
度
が
高
い
ほ
ど
、
睡
眠
に
問

題
が
あ
る
割
合
が
高
く
な
る
た
め
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
寝
つ
け
ず
に
悩
む
人
に

対
し
て
は
、
ぬ
る
め
の
風
呂
や
音
楽
な

ど
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
か
ら
床
に
入
る
よ
う
す
す
め
る
。

�

…
3
月
23
日
付
朝
日
新
聞

　
滋
賀
県
草
津
市
は
、
障
害
者
の
介
護

や
世
話
を
す
る
親
と
家
族（
養
護
者
）

ら
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
ま
と

め
た
。
多
く
の
人
が
障
害
者
の
将
来
に

不
安
を
感
じ
、
悩
み
を
抱
え
込
む
実
態

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
同
市
内
で
２
０
１
２
年
12
月
、
自
閉

症
と
知
的
障
害
の
あ
る
30
代
の
娘
を
殺

害
し
、
自
宅
に
放
火
し
た
と
し
て
高
齢

の
母
親
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
を
機
に
、

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
初
め
て

実
施
。
２
０
１
３
年
6
～
11
月
、
障
害

者
の
ほ
か
、
高
齢
や
病
気
が
ち
の
養
護

者
が
い
る
76
世
帯
を
対
象
に
各
家
庭
を

訪
問
し
て
調
査
し
、
障
害
者
40
人
、
養

護
者
56
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
障
害
者
の
将
来
に
つ
い
て
、「
不
安

を
感
じ
る
」と
答
え
た
養
護
者
は
約
7

割
に
達
し
た
。
親
が
亡
く
な
っ
た
後
、

1
人
で
生
活
し
て
い
け
る
か
を
心
配
す

る
人
が
多
か
っ
た
。
約
3
割
は「
相
談

相
手
が
い
な
い
」と
回
答
。
相
手
が
い

る
人
で
も
、
夫
や
妻
な
ど
同
居
人
に
相

談
す
る
人
は
わ
ず
か
2
割
だ
っ
た
。
同

市
障
害
福
祉
課
の
担
当
者
は「
1
人
で

悩
み
を
抱
え
、
身
近
な
人
に
も
本
音
を

言
え
な
い
人
が
多
い
の
で
は
」と
話
す
。

　
殺
人
・
放
火
事
件
の
直
前
、
母
親
が

悩
む
様
子
に
民
生
委
員
や
福
祉
施
設
職

員
が
気
づ
い
て
い
た
が
、
事
件
を
防
げ

な
か
っ
た
。
同
市
は
教
訓
を
活
か
そ
う

と
、
関
係
機
関
の
情
報
共
有
の
た
め
、

民
生
委
員
に
各
家
庭
の
情
報
を
積
極
的

に
伝
え
、
迅
速
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。

4
月
か
ら
は
、
特
に
見
守
り
が
必
要
と

判
断
し
た
家
庭
に
詳
細
な
聞
き
取
り
を

す
る
ほ
か
、
民
生
委
員
や
住
民
向
け
に

障
害
の
勉
強
会
を
開
く
と
い
う
。

�

…
3
月
27
日
付
朝
日
新
聞

　
厚
生
労
働
省
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の「
入
居
待
ち
」を
し
て
い
る

高
齢
者
数
を
約
52
万
４
０
０
０
人
に
訂

正
し
た
。
3
月
25
日
に
昨
年
秋
時
点
で

約
52
万
２
０
０
０
人
と
発
表
し
て
い

た
。
島
根
県
が
集
計
を
誤
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
と
い
う
。「
要
介
護
3

～
5
」の
待
機
者
は
約
34
万
５
０
０
０

人
、「
在
宅
で
要
介
護
3
以
上
」は
約
15

万
３
０
０
０
人
に
訂
正
し
た
。

�

…
3
月
27
日
付
朝
日
新
聞

　
介
護
者
の
3
人
に
1
人
が
男
性
の
時

代
。
家
事
や
育
児
の
経
験
が
少
な
い
ま

ま
介
護
す
る
側
に
立
っ
た
男
性
た
ち

が
、
妻
や
両
親
を
介
護
す
る
不
安
や
切

な
さ
を
打
ち
明
け
合
お
う
と
い
う
場
が

滋
賀
県
内
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
在
宅
で
介

護
す
る
人
の
う
ち
、
男
性
の
割
合
は
、

２
０
０
１
年
の
24
％
か
ら
２
０
１
０
年

は
31
％
に
増
加
。
核
家
族
化
で
高
齢
夫

婦
の
世
帯
が
増
え
た
こ
と
も
背
景
に
あ

る
。
孤
立
し
が
ち
な
男
性
を
支
援
し
よ

う
と
、
大
津
市
が
男
性
介
護
者
の
集
い

を
企
画
し
た
。
参
加
者
は
施
設
の
評
判

な
ど
も
情
報
交
換
。「
集
い
に
来
れ
ば

気
分
も
す
っ
き
り
し
、
知
識
も
得
ら
れ

る
」と
評
価
す
る
。

　
野
洲
市
中
北
に
も
、
男
性
介
護
者
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
場
所
が
あ

る
。
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
が
主
催

す
る「
中
北
の
家
」は
、
3
月
に
1
周

年
を
迎
え
た
。
60
～
80
代
の
男
性
た
ち

約
10
人
が
月
に
1
度
、
昼
食
を
食
べ
な

が
ら
日
々
の
思
い
を
打
ち
明
け
合
う
。

彦
根
市
で
認
知
症
の
母
親（
96
）を
介

護
す
る
小
宮
俊
昭
代
表（
69
）
は「
男

の
介
護
は
孤
立
し
や
す
い
。
深
刻
な
悩

み
を
打
ち
明
け
合
え
る
仲
間
の
存
在

は
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ

よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
る
。

　
大
津
市
の
男
性
介
護
者
の
集
い
の
申

厚
労
省
「
新
・
睡
眠
指
針
」

高
齢
者
は
量
よ
り
質

障
害
者
の
介
護
者
調
査

悩
み
・
不
安
明
ら
か
に

…
滋
賀
県
草
津
市

特
養
「
入
居
待
ち
」
訂
正

52
万
４
０
０
０
人
に

男
性
介
護
者

語
り
合
う
場
が
広
が
る

…
滋
賀
県
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し
込
み
は
健
康
長
寿
課（
０
７
７—

５

２
８—

２
７
４
１
）。
中
北
の
家
は
毎

月
第
4
火
曜
日
の
午
前
10
時
半
か
ら
。

運
営
費
２
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

月
・
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
3

時
、
家
族
の
会
県
支
部（
０
７
７—

５

６
７—

４
５
６
５
）へ
。

�

…
3
月
31
日
付
朝
日
新
聞

　
重
い
慢
性
腎
不
全
の
患
者
が
受
け
る

人
工
透
析
に
つ
い
て
、
日
本
透
析
医
学

会
は
、
終
末
期
に
透
析
を
開
始
し
な

か
っ
た
り
、
中
止
し
た
り
す
る
こ
と
を

一
定
の
手
続
き
の
う
え
で
認
め
る
提
言

を
正
式
決
定
し
た
。

　
提
言
で
は
、
透
析
を
見
合
わ
せ
る
こ

と
を
検
討
す
る
べ
き
状
況
と
し
て
、
透

析
自
体
が
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
場
合

や
、
患
者
の
病
状
が
重
く
、
か
つ
本
人

の
意
思
が
明
ら
か
な
場
合
を
挙
げ
た
。

�

…
3
月
29
日
付
読
売
新
聞

　
宮
城
県
石
巻
市
内
で
医
療
や
介
護
に

携
わ
る
事
業
者
と
患
者
の
家
族
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
を
共
有

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

昨
秋
か
ら
3
月
ま
で
実
証
実
験
し
、
夏

ご
ろ
か
ら
本
格
運
用
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
母
親（
92
）の
介
護
を
し
て
い
る
大

島
武
志
さ
ん（
69
）の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
は
、
在
宅
診
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
に
訪
れ
た
、
医
師
や
看
護
師
ら

が
測
定
し
た
血
圧
や
体
重
な
ど
の
デ
ー

タ
、
診
察
の
と
き
の
母
親
の
様
子
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
母
親
の
診
察
記
録
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
向
け
の
介
護
に
つ
い
て
の
勉

強
会
の
案
内
な
ど
も
端
末
に
届
く
。
大

島
さ
ん
は「
1
人
で
介
護
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
、
と
い
う
安
心
感
が
も
て

る
」と
笑
顔
で
話
す
。
頻
繁
に
石
巻
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
仙
台
市
の
家

族
に
も
、
母
親
の
日
々
の
様
子
が
わ
か

る
と
好
評
だ
と
い
う
。

　
患
者
を
取
り
巻
く
人
た
ち
で
情
報
を

共
有
す
る
実
験
を
し
た
の
は
、
東
日
本

大
震
災
後
に
石
巻
市
で
訪
問
診
療
を
始

め
た「
祐
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
武
藤

真
祐
理
事
長
）を
中
心
と
し
た
計
16
事

業
者
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
市
内
で
在

宅
医
療
を
し
て
い
る
診
療
所
と
訪
問
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、訪
問
薬
局
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
参
加
。
２
０
１
３
年

10
月
か
ら
、
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る

約
40
人
の
患
者
と
家
族
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
患
者
の
自
宅
を
診
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
に
訪
れ
た
医
師
や
看
護
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
血
圧
や
体
重
な
ど
の
情
報

や
写
真
を
記
録
す
る
。
そ
の
情
報
を
、

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
整

理
、
入
力
す
る
仕
組
み
だ
。

　
実
験
は
3
月
中
旬
に
終
了
し
た
。
参

加
し
た
事
業
者
や
家
族
に
も
好
評
で
、

さ
ら
に
改
善
を
図
る
と
い
う
。

　
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
園
田
愛
事
務
局
長

は「
多
職
種
の
人
た
ち
が
、
う
ま
く
情

報
を
共
有
で
き
る
技
術
を
つ
く
り
た
い
。

遠
く
に
住
む
家
族
も
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
自
分
が
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
」と
話
す
。

今
後
は
参
加
す
る
事
業
者
を
増
や
し
、

夏
ご
ろ
か
ら
の
本
格
稼
働
を
め
ざ
す
。

�

…
4
月
3
日
付
朝
日
新
聞

　
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
と
健
康
保
険

組
合
連
合
会
は
、
血
圧
や
肥
満
度
な
ど

に
つ
い
て
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク

で「
異
常
な
し
」と
す
る
値
を
緩
め
る

と
発
表
し
た
。
国
内
で
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
た
人
の
値
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
血

圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
こ
れ
ま

で
の
基
準
よ
り
高
く
て
も「
健
康
」だ
っ

た
。
学
会
は
新
基
準
を
6
月
に
正
式
に

決
め
、来
年
4
月
か
ら
運
用
す
る
予
定
。

　
学
会
は
２
０
１
１
年
に
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
た
約
１
５
０
万
人
の
う
ち
、
た

ば
こ
を
吸
わ
ず
に
持
病
が
な
い
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
約
34
万
人
を「
健
康
な

人
」と
し
た
。
そ
こ
か
ら
5
万
人
を
抽

出
し
て
27
の
検
査
項
目
の
値
を
み
た
。

そ
の
結
果
、従
来
は
１
３
０
未
満
を「
異

常
な
し
」と
し
て
い
た
収
縮
期
血
圧
は
、

１
４
７
で
も
健
康
だ
っ
た
。
85
未
満
が

「
異
常
な
し
」
だ
っ
た
拡
張
期
血
圧
も

94
で
健
康
だ
っ
た
。

　
肥
満
度
を
み
る
体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ

も
、
男
性
で
18
・
5
～
27
・
7
、
女
性

は
16・8
～
26・1
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ

て
い
れ
ば
健
康
だ
っ
た
。
現
行
は
25
以

上
は
肥
満
と
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
つ
い
て
は
大

き
く
緩
和
さ
れ
る
。
学
会
は
性
別
、
と

く
に
女
性
は
年
齢
に
よ
っ
て
健
康
な
人

の
値
が
大
き
く
変
わ
る
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
悪
玉
と
呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
従
来
は
男
女
と
も
60
～
１

１
９
が「
異
常
な
し
」だ
っ
た
が
、
新

基
準
で
は
男
性
が
72
～
１
７
８
と
な
っ

た
。女
性
は
30
～
44
歳
が
61
～
１
５
２
、

45
～
64
歳
が
73
～
１
８
３
、
65
～
80
歳

が
84
～
１
９
０
と
し
た
。
現
行
の
基
準

で
は
特
に
閉
経
後
の
女
性
は
高
脂
血
症

と
診
断
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
。

　
現
行
の
基
準
は
、
日
本
高
血
圧
学
会

な
ど
各
専
門
学
会
が
定
め
た
診
断
基
準

を
も
と
に
し
て
い
る
。
日
本
人
間
ド
ッ

ク
学
会
な
ど
は
新
た
な
基
準
を
健
診
施

設
な
ど
で
利
用
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
。今
後
5
年
間
の
追
跡
調
査
を
し
て
、

病
気
発
症
と
の
関
連
を
調
べ
る
。

　
同
学
会
は
、
緩
め
ら
れ
る
新
基
準
の

範
囲
に
お
さ
ま
れ
ば
、
薬
を
減
ら
せ
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
合
併
症
な
ど
が
あ

れ
ば
治
療
が
必
要
と
い
う
。

�

…
4
月
5
日
付
朝
日
新
聞

　
九
州
大
学
附
属
病
院（
福
岡
県
福
岡

市
東
区
）は
、
10
代
後
半
に
達
し
た
重

い
小
児
の
慢
性
病
患
者
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
大
人
の
診
療
科
に
移
行
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
外
来
を
開
設
し

た
。
成
人
後
も
適
切
な
医
療
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
若
年
患
者
の
自
立
を
促

す
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
開
設
し
た
の
は「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ナ

ル（
移
行
期
）ケ
ア
外
来
」。
近
年
の
小

児
医
療
の
進
歩
で
、
心
臓
病
や
が
ん
な

ど
、
従
来
は
助
か
ら
な
か
っ
た
命
が
救

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
成
人
後

も
治
療
が
必
要
だ
っ
た
り
、
別
の
病
気

を
併
せ
も
っ
た
り
す
る
患
者
も
増
え

た
。
こ
う
し
た
成
人
患
者
を
小
児
科
医

が
診
療
し
続
け
、
生
活
習
慣
病
な
ど
に

う
ま
く
対
応
で
き
な
い
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。�

…
4
月
8
日
付
読
売
新
聞

　
災
害
時
に
援
護
が
必
要
と
な
る
障
害

者
を
支
援
し
よ
う
と
、
兵
庫
県
明
石
市

民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る「
意

思
表
示
タ
オ
ル
」と
、
自
宅
か
ら
指
定

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
示
し
た
個
別
の

避
難
マ
ッ
プ
を
つ
く
り
、
約
１
２
０
０

人
に
配
布
し
て
い
る
。

　
民
生
児
童
委
員
は
災
害
発
生
時
、
障

害
者
ら「
災
害
時
要
援
護
者
」の
安
否

確
認
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
多
く
の
要
援
護
者
を
避
難
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
必

終
末
期
の

透
析
中
止
認
め
る

…
日
本
透
析
医
学
会

医
療
・
介
護
の
情
報

ネ
ッ
ト
で
共
有
…
宮
城
県

血
圧
・
肥
満
度
な
ど

新
た
な
基
準
範
囲
発
表

小
児
患
者
成
長
に
応
じ
ケ
ア

「
移
行
期
」
外
来
開
設

…
九
州
大

災
害
時
の
支
援
要
請
：

「
意
思
表
示
タ
オ
ル
」
を

要
援
護
障
害
者
へ
…
兵
庫
県
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要
と
な
る
。
タ
オ
ル
と
マ
ッ
プ
は「
地

域
で
防
災
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」と
、
同
協
議
会
の
勉
強
会
、
障

害
福
祉
専
門
部
会
が
自
主
的
に
作
っ
た
。

　
タ
オ
ル
を
首
に
掛
け
る
と
、
正
面
か

ら
は「
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」、
後

ろ
か
ら
は「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
」の
文
字
が
読

め
、
障
害
者
が「
自
分
か
ら
声
を
か
け

に
く
い
」と
き
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

　
避
難
マ
ッ
プ
は
民
生
児
童
委
員
が
各

担
当
区
域
の
対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
本

人
や
家
族
と
と
も
に
つ
く
っ
た
。
裏
面

に
は
災
害
時
の
避
難
に
関
す
る
確
認
事

項
も
記
載
し
て
い
る
。

�

…
4
月
9
日
付
毎
日
新
聞
地
方
版

　
お
む
つ
か
ぶ
れ
な
ど
皮
膚
へ
の
刺
激

で
起
き
る
炎
症
の
仕
組
み
を
、
京
都
大

学
の
グ
ル
ー
プ
が
マ
ウ
ス
実
験
で
解
明

し
た
。
血
液
中
に
わ
ず
か
し
か
含
ま
れ

な
い
2
種
類
の
白
血
球
が
互
い
に
作
用

し
て
炎
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
効

果
的
な
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。米
専
門
誌
に
発
表
す
る
。

　
お
む
つ
か
ぶ
れ
は
排
泄
物
に
よ
る
刺

激
で
起
き
る
皮
膚
炎
。
赤
ち
ゃ
ん
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
介
護
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
炎
症
が
起
き
る
仕
組

み
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
京
都
大
学
の
中
嶋
千
紗
助
教（
皮
膚

科
）ら
は
、
マ
ウ
ス
の
耳
に
刺
激
性
の

油
を
塗
っ
て
わ
ざ
と
炎
症
を
起
こ
す
実

験
で
、
白
血
球
の
一
種
で
血
液
中
の

数
％
を
占
め
る
好
酸
球
と
好
塩
基
球
が

炎
症
に
関
わ
る
こ
と
を
確
認
。
さ
ら
に

詳
し
く
調
べ
、
好
塩
基
球
が
ま
ず
刺
激

部
分
に
入
り
込
み
、
特
殊
な
物
質
を
つ

く
り
出
し
て
好
酸
球
を
誘
導
し
て
い
る

こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　
お
む
つ
か
ぶ
れ
は
軟
膏
で
治
療
す
る

の
が
一
般
的
。
た
だ
、
症
状
が
重
い
場

合
に
用
い
ら
れ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
は
す
べ

て
の
種
類
の
白
血
球
に
作
用
す
る
た

め
、
長
く
使
う
と
皮
膚
が
薄
く
な
る
副

作
用
が
あ
る
。
中
嶋
さ
ん
は「
好
酸
球

や
好
塩
基
球
を
狙
っ
て
働
き
を
抑
え
れ

ば
、
副
作
用
が
少
な
い
治
療
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
」と
話
す
。

�

…
4
月
11
日
付
朝
日
新
聞

　
一
人
暮
ら
し
を
す
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
全
国
で
急
増
し
、
東
京
都
で
は

２
０
３
５
年
に
約
１
０
４
万
３
０
０
０

人
と
な
り
、
２
０
１
０
年
よ
り
61
％
増

え
る
。
そ
ん
な
推
計
を
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た
。

独
居
高
齢
者
の
増
加
率
は
、
沖
縄
県
や

東
日
本
の
大
都
市
部
で
高
い
。
医
療
・

介
護
や
地
域
の
見
守
り
体
制
づ
く
り
が

課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　
推
計
は
約
5
年
ご
と
に
実
施
。
今
回

は
２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
な
ど
を
も

と
に
、
各
都
道
府
県
の
35
年
ま
で
の
世

帯
数
を
見
通
し
た
。
一
人
暮
ら
し（
単

独
世
帯
）の
高
齢
者
は
２
０
１
０
年
に

全
国
で
約
４
９
８
万
人
い
た
が
、
35
年

に
は
53
％
増
の
約
７
６
２
万
人
に
な
る

見
通
し
だ
。

　
こ
の
間
の
増
加
率
を
都
道
府
県
別
に

見
る
と
、
沖
縄（
92
％
増
）、
埼
玉

（
83
％
増
）、
神
奈
川（
81
％
増
）
の
順

で
高
い
。
沖
縄
は
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を

迎
え
る
人
口
の
比
率
が
高
い
こ
と
、
大

都
市
部
で
は
人
口
が
多
い「
団
塊
の
世

代
」が
高
齢
世
代
に
入
っ
た
こ
と
が
、

要
因
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

増
加
の
ペ
ー
ス
は
さ
ら
に
速
く
、埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
、
沖
縄
の
4
県
で
2
倍

強
に
増
え
る
見
通
し
だ
。

　
一
方
、
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
主
で

あ
る
高
齢
世
帯
の
割
合
は
、
２
０
３
５

年
に
は
41
道
府
県
で
4
割
を
超
え
る
見

通
し
。
ま
た
、
す
べ
て
の
世
帯
の
家
族

構
成
別
の
割
合
を
見
る
と
、
２
０
２
５

年
に
は
全
都
道
府
県
で
単
独
世
帯
が
最

多
を
占
め
る
。�

…
4
月
12
日
付
朝
日
新
聞

　
総
務
省
は
、
２
０
１
３
年
10
月
1
日

現
在
の
日
本
の
総
人
口（
外
国
人
を
含

む
）が
前
年
よ
り
21
万
７
０
０
０
人
減

り
、1
億
２
７
２
９
万
８
０
０
０
人（
前

年
比
0
・
17
％
減
）に
な
っ
た
と
す
る

人
口
推
計
を
発
表
し
た
。
人
口
減
は
3

年
連
続
。

　
働
き
手
の
中
心
で
あ
る
15
～
64
歳
の

生
産
年
齢
人
口
が
32
年
ぶ
り
に
８
０
０

０
万
人
を
下
回
る
一
方
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
が
比
較
可
能
な
統
計
が

あ
る
１
９
５
０
年
以
降
、
初
め
て
総
人

口
の
4
分
の
1
を
超
え
た
。
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
人
口
減
に
よ
る
労
働
力
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　
総
人
口
の
う
ち
、
日
本
人
の
人
口
は

前
年
比
25
万
３
０
０
０
人
減
の
1
億
２

５
７
０
万
４
０
０
０
人
。
3
年
連
続
の

減
少
で
、
過
去
最
大
の
減
少
幅
と
な
っ

た
。
一
方
、
外
国
人（
日
本
在
住
3
か

月
以
上
）の
1
年
間
の
入
国
者
数
か
ら

出
国
者
数
を
差
し
引
い
た「
社
会
増
減
」

は
、
２
０
０
９
年
以
来
4
年
連
続
で
減

少
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
本
格
化
や
景
気
回
復
な
ど
に

よ
り
、
5
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
て
3

万
７
０
０
０
人
の
増
と
な
っ
た
。
外
国

人
の
増
加
が
、
総
人
口
の
減
少
を
下
支

え
し
た
形
だ
。

　
総
人
口
の
年
齢
別
で
は
、
生
産
年
齢

人
口
は
同
１
１
６
万
５
０
０
０
人
減
の

７
９
０
１
万
人
と
な
っ
た
。
８
０
０
０

万
人
を
割
っ
た
の
は
１
９
８
１
年
以
来

だ
。
0
～
14
歳
の
年
少
人
口
は
同
15
万

７
０
０
０
人
減
の
１
６
３
９
万
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
過
去
最
低
の

12
・
9
％
と
な
っ
た
。
50
年
以
来
増
加

し
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口

は
、
同
１
１
０
万
５
０
０
０
人
増
の
３

１
８
９
万
８
０
０
０
人
と
な
り
、
総
人

口
の
25
・
1
％
を
占
め
た
。

�

…
4
月
16
日
読
売
新
聞

　
厚
生
労
働
省
は
、
医
療
や
介
護
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
す
る

10
年
後
の
姿
を
示
し
た
全
体
構
想
を
ま

と
め
た
。
病
院
や
薬
局
、
介
護
施
設
が

患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
全

国
各
地
で
つ
く
り
、
地
域
で
超
高
齢
社

会
を
支
え
る
方
向
性
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

よ
っ
て
診
療
の
検
査
の
重
複
を
な
く
し

た
り
、
医
療
の
水
準
を
高
め
た
り
す
る

こ
と
も
目
指
す
。

　
構
想
で
は
、
各
地
域
で
、
医
師
が
認

知
症
治
療
薬
を
処
方
し
た
後
の
患
者
の

生
活
状
況
を
介
護
事
業
者
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
す
る
、「
骨
が
弱
っ

て
い
る
」と
い
っ
た
診
療
情
報
を
介
護

者
が
入
浴
介
助
な
ど
の
際
に
使
う
、
診

療
所
で
の
診
療
情
報
を
救
急
病
院
で
活

か
す
…
…
な
ど
の
未
来
像
を
示
し
た
。

　
実
現
に
向
け
、
厚
労
省
は
ま
ず
今
年

度
か
ら
の
5
年
で
総
務
省
と
協
力
、
医

療
機
関
や
薬
局
が
も
つ
カ
ル
テ
や
診
療

報
酬
明
細
書
の
情
報
を
地
域
で
共
有
す

る
仕
組
み
や
、
要
介
護
度
な
ど
の
介
護

情
報
を
組
み
込
む
方
法
を
開
発
し
、
普

及
さ
せ
る
施
策
を
構
想
に
盛
り
込
ん

だ
。
地
域
を
超
え
て
情
報
を
や
り
と
り

で
き
る
よ
う
に
も
す
る
。

　
厚
労
省
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
ま
で
に
、
が
ん

患
者
や
高
齢
者
ら
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
カ
ギ
に
な
る
と
み

て
い
る
。�

…
4
月
17
日
付
読
売
新
聞

お
む
つ
か
ぶ
れ

仕
組
み
解
明
…
京
都
大
学

独
居
高
齢
者

２
０
３
５
年
に
７
６
２
万
人

総
人
口
21
万
減

65
歳
以
上
が
25
・
1
％
に

医
療
・
介
護

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
情
報
共
有
構
想

…
厚
労
省
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